
 
 

発音に対する自己モニター能力 

―発音評価上位者と下位者の相違― 

神山由紀子（かみやま ゆきこ）kamiyamayu@aol.com 
 

1. はじめに 
 日本語学習者の中には、自然な発音を習得している者がいる反面、母語の影響と思われる

特徴を残している者もいる。この相違はどのように生じるのであろうか。体系的な発音指導

が十分でない現状を考えると、指導側の要因より学習者側の要因が強いと考えられる。学習

者自身の発音習得に対する意識、態度や行動が自然な発音習得にどのように結びつくのであ

ろうか。本調査では、学習者側要因として、自己モニター能力に焦点を当てて、考察する。 

 
2. 自己モニター能力の定義 
クラッシェンの「モニター仮説」に始まり、オマーリー(1990)、レベルト(1989)らが、「自
己モニター」に言及している。本稿においては「自己モニター」を以下のように定義する。

「自己モニター能力とは『自己の発音を聴き取り、それを内在する何らかの音声規範と照合

し、その後形式処理し、調音し、音声として産出し、更にその音声を聴取する』という言語

処理過程において、音声的特徴に留意し、何らかの逸脱を感知した場合、修正を試みること。」 

 
3. 発音評価 
 日本語学習者の発音を評価するために発音調査を行った。まず、学習者にとって発音が困

難であるとされる特殊拍などの音声項目を含む「発音タスク①（単語 24、文 8、文章１）」
を作成した。調査協力者 17 名による「発音タスク」の発音を録音し、それを調査時点での
学習者の発音能力とし、評価対象とした。調査協力者の発音を日本語母語話者 9名が聴取の
上、5 段階評価した。評価結果を上位・中位・下位の 3 段階(平均値±0.5SD)にレベル区分
し、上位群 4名、下位群 4名の中から、自己モニターの内省調査の対象者を絞ることとした。 
 

4. 自己モニターに関する内省調査 
4-1 内省を引き出す調査方法：再生刺激法 
 再生刺激法は「特定の行動過程を録画し、その過程を再生視聴しながら行動の背景にある

意識や態度を言葉で表現してもらう方法」であり、発音に対する自己モニターに関する内省

を引き出す手法として適している。再生刺激法とあわせて、フォローアップ・インタビュー

を行い、十分な内省発話を得られるように努力した。 

4-2 調査手続き 
 「自己モニター」内省調査では「発音タスク②（調査語 16、調査文 15）」を作成した。「発
音タスク②」を調査協力者が発音している様子をビデオ録画し、録画直後に再生視聴し、発

話時にどのようなことを考えていたかを言語化してもらった。内省発話をすべて文字化し、

二次資料とした。 

 

 



 
 
4-3 調査対象者 
 調査協力者 17 名中、上位群・下位群から、内省発話が十分に採取できた者を 1 名ずつ取
り出した。上位群の NNS4、下位群の NNS15はいずれも英語話者で、日本語レベル初級後
半レベルであった。学習時間はNNS4は約 880時間、NNS15は約 450時間であった。 

 
5. 分析方法 
5-1 ＫＪ法の手法による分析 
 内省発話を解釈する方法として、KJ 法の手法を用いた。まず、一まとまりの発話内容を
カードに簡潔に記載し、その内容を丁寧に汲み取り、述べている内容が近いものを小グルー

プにまとめていった。小グループをさらに大グループにまとめた。次にグループ分けしたカ

ードを関係が近いものを近くに置くなどして、空間配置した。因果関係や相関関係などを考

慮し、内省発話の全体を捉えた。 

5-2 調査協力者の自己モニター発話の全体図 
 （次ページの図を参照） 

 
6. 結果 
発音評価上位者と下位者の自己モニターの特徴 

共通点 相違点 

1） 内在する発音基準との照合 

2） 聴解力と発音との関係に言及 

3） 自分の弱点を認識（ラ行音） 

4） マンブリングや繰り返し練習 

 

1） 発音に向ける注意（NNS4は量、質とも多い） 
（内省発話量の違い、発音練習量の違い） 

2）到達目標（NNS4は母語話者並みの発音を目標） 
3）モデル基準の獲得（NNS4の CD活用のインプット）
4）NNS15に見られる苦手な発音回避などの消極的 

ストラテジー 

5） 母語の発音の影響（NNS15は強い） 
評価上位者のNNS4も評価下位者NNS15も共に、自らのうちに何らかの発音基準を獲得
しなければ自分の発音を正しく評価できないことを認識している。NNS4は自らの発音に注
意を払い、モデル基準を求めて、母語話者並みの発音を目指しているが、NNS15 には苦手
な発音の回避や母語である英語の発音を取り込む行動が見られた。上位者と下位者の自己モ

ニターの相違は発音習得に対する意識や到達目標とも関わり、インプット・アウトプットの

量的差によると思われるモデル基準の獲得などに観察された。 

 

7. まとめ 
 まとめとして、学習者自身の発音習得に対する意識を高め、モデル基準のインプットを量

的に行い、音声特徴への留意を量・質ともに高めることの重要性が分かった。 

 

 

 

 



 
 
  

  学習方法          モデル基準            コミュニケーション問題 

  練習する               教師の指導の必要 

  CDを活用した学習    母語話者の発音イメージ          思考する 

                  ちゃんとした指導が必要    無意識に    意識して 

聴解力             母語話者に尋ねる     感覚に頼る   難しいと思う 

   聞き取れない                       つい言ってしまう 疑問がある 

   聞き取れる                                 語や文の意味 

         発音してみる                知識を活用する  いろいろ考える   

  長音を発音してみる   母語話者を真似して発音する     言語に関わる知識 

  撥音を発音してみる   ともかく発音してみる        同音異義語から連想する 

  促音を発音してみる   工夫して発音する      確認            自信 

     アクセントを変えて発音する         確認できた       チャンと言える 

                          違いが分からなかった    自信ない 

                                        

図 1：ＮＮＳ４の自己の発音に対する内省発話の全体図 

 

  特定の発音に対する意識     マイナス要因            発音ストラテジー 

  アクセント  促音      母語の影響                

               英語音 表記と発音 文法優先      積極的ストラテジー 

                 外来語                意識的ストラテジー 

     モデル基準                           身体的ストラテジー 

   基準なし     基準有り        自己判断        

  発音の仕方を   母語話者を真似る    肯定的 良い        消極的ストラテジー 

  知らない    発音を知っている     違いが分かる         回避行動 

                    否定的 難しい 聞き取れない 

   

図 2：ＮＮＳ15の自己の発音に対する内省発話の全体図 
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